
  
 
 

 

 

     

 

 

 

 

      

 

 

         

        

   

 

  

    

 

 

    

 

  

                                      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

誤飲の多い製品・食品 
  シール・ビー玉・シャボン玉・ペットボトルの蓋 

   ビニール袋・絵本のページ・飴・パンなど 
  

医療機関への受診が多い製品 
  大人やきょうだいの薬・タバコの吸い殻 

   化粧品・ボタン電池・シリカゲルなど 
  

間違えて飲んでしまう 
  子どもと同じコップに入れたお酒・ペットボトルに 

入れた洗剤など 

 危険なものを置かない、片付ける。 

発達段階に合わせ、危険なものを片付け、細かい玩具は個数を確認して、しまうようにしましょう。 

 危ないものや行動を子どもに伝える。 

 日頃から、小さいものを口に入れないように伝えましょう。 

 危険なものに、子どもの手が届かないようにする。 

 タバコ、電池など口に入れると危険です。手の届かない所に置きましょう。 

 安全な環境を作る。安全に配置された製品を使う。 

 ベビーゲート、ベビーサークル、チャイルドロックを使用して、工夫しましょう。 

昭島市子育てひろば通信 
 令和５年度 

早春号 
 

子どもは色々なものに興味を持ち、どんなものでも口に入れてしまいます。 

また、危険を認識して行動することができません。事故を未然に防ぐため、日頃

からどのような所に危険が潜んでいるのか確認し、安全対策を心掛けましょう。 

問い合わせ先 
なしのき 543-6716 ほりむこう 541-2277 
さくらんぼ・りんご・くるみ・いちご・もも 

 
昭島市ホームページからも 

ご覧いただけます。 

事故防止のポイント 

救急手当の方法や 

相談先を日頃から 

確認しておきましょう 
 

乳幼児の口に入るものの大きさ 

トイレットペーパーの

芯の直径とほぼ同じ 

 

4㎝ 
 

食品は子どもの成長に合わせて 

大きさ等に気をつけましょう。 

球形の食品（ミニトマト、果物、飴、チ

ーズ、うずらの卵等）は、喉に詰まる

ことがあります。４等分にカットする

など、小さくして与えましょう。

 カット!! 

子どもを事故から守る 

誤飲事故防止 


